
大妻女子大学地域連携推進センター

O T S U M A  T I M E S

2019

NO.6
大妻タイムズ

地域との交流･･･････････････････････････････････ １
令和元年度 プロジェクト始動 ･･･････････ ３
地域連携プロジェクト･･･････････････････････ ４
地域連携活動 ･･････････････････････････････････ ６
小学生対象 夏休み企画 ･･･････････････････ ７
キャンパスコンソ･･････････････････････････････ ８
包括交流協定 ･･････････････････････････････････ ８

C

ONTENTS

昭和22年に始まった「みたままつり」が、7月13日（土）
から16日（火）までの4日間、東京都千代田区の靖國神社
で開催されました。
15日（月）18時30分からは、大妻女子大学の学生およ

そ80名が参加し、高張り提灯を先頭に大妻女子大学と麹
町靖國講による「神輿振り」が盛大に行われました。
当日は、バスケットボール部、バドミントン部、バレー
ボール部、ラクロス部、児童学科の石井ゼミ、一般応募
の学生が威勢のよい掛け声を響かせながら神輿を担ぎ、
多くの人出でにぎわう靖國神社境内を練り歩きました。お
そろいの赤い法被（はっぴ）を身にまとい一致団結した学
生が、神社入口の鳥居から一番奥の拝殿まで約30分間、
元気よく神輿を担ぎきりました。

「みたままつり」で恒例の神輿振りを奉納

地域との交流

千代田区キャンパスコンソ Oxford EMI Courseを実施

キャンパスコンソ
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8月26日（月）～28日（水）の3日間、千代田キャンパスG
棟アクティブラウンジを会場にOxford EMI Courseを開催
しました。これは、大妻女子大学、共立女子大学、東京家
政学院大学、二松学舎大学、法政大学の5大学が2018年
4月に「千代田区内近接大学の高等教育連携教育コンソー
シアム」（略称：千代田区キャンパスコンソ）を設立し活動
している中の共同FD事業として実施。イギリスから講師2
人を招いて5大学合計15人の教員
が英語による教授法を学びました。
当然授業は全て英語で、参加者

は、グループワークで意見交換をし
たり、体を動かしながらアクティブ
ラーニングを行うなど、3日間盛りだ
くさんのプログラムを受講。全プロ

グラム終了後、修了証が一人ひとりに手渡され、記念写真
とティーセレモニーで3日間の充実した学びを終えました。
千代田区キャンパスコンソでは、2019年後期からトラ

イアルとして単位互換制度を開始。本格的な単位互換は
2020年度から実施予定です。そのほか、学生合同ボラン
ティアや地域の振興を支援する活動など、様々な取り組
みを行っています。

京都女子大学を訪問、交換留学生と対面

包括交流協定

10月16日（水）、井上美沙子副学長（地域連携推進セ
ンター所長）ら一行は、京都女子大学を訪問し、本学か
ら京都女子大学へ国内留学中の田中佳奈さん（社会情
報学部情報デザイン専攻2年）と面会、その後、京都女
子大学の林忠行学長、竹安栄子特命副学長など教職員
の方 と々懇談を行い、今後の連携・交流内容について意
見交換を行いました。
大妻女子大学と京都女子大学は、2018年4月に包括
交流協定を締結して今年で2年目、田中さんは、初の交
換留学生として2019年10月から半年間、京都女子大学
で学んでいます。
京都女子大学に到着後、学生食堂にて田中さんと面
会。実家を離れた京都での寮生活を心配していました

が、田中さんはとても元気ハツラツとしていて「気持ちが
沈んでいる時に、職員の方からマンドリンの演奏会のご
案内をいただき、感動してとても元気が出ました」と話し
ていました。京都女子大学の事務部の皆さまの温かいご
支援を受けながら、充実した学生生活を送っていること
がわかりました。
その後、京都女子大学の教職員の方 と々の懇談では、
今後さらに充実した交流ができるよう双方努めていくこと
を約束し、1時間30分にわたる懇談を終えました。
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地域との交流

6月1日（土）、大妻講堂で、「大妻女大学パイプオルガ
ンコンサート」を開催し、およそ600人が来場しました。
今回演奏したのは、ドイツ出身で「世界最高の音楽性

を持ったオルガニスト」と評価されるほど著名なオルガニ
ストであるエルンスト・エーリヒ・シュテンダー氏。バッハ、
ドヴォルザーク、ベートーヴェンの名曲作品のほか、滝廉
太郎の「荒城の月」など日本の名曲も披露しました。来場
者からは「パイプオルガンの音色と演奏が素晴らしかっ
た」「今後もコンサートを継続して開催してほしい」などの
感想が寄せられました。
演奏終了後、会場出口では募金（任意）が行われ、募

金190,627円は全額「あしなが育英会」に寄付しました。

「大妻女子大学パイプオルガンコンサート」を開催

「スコットランド オーケストラ コンサート」を7月3日
（水）に大妻講堂で開催し、およそ450人が来場しました。 
　今回演奏したエアシャー・フィドル・オーケストラは弦
楽器奏者の団体で、スコットランドの南西部サウス・エア
シャーを拠点に活動し、1986年から伝統的なスコットラン
ドの音楽と踊りを世界に届けています。過去には、ウエス
トミンスター宮殿、欧州議会、シドニーのオペラハウス、ア
メリカのホワイトハウスでも演奏活動をしてきました。日本
に来るのは今回が初めてで、その最初のコンサート会場
に本学が選ばれました。
このコンサートでは、バグパイプ（民族楽器の一つ）の

演奏に始まり、弦楽器を中心とした演奏とスコットランド
の踊りと歌を披露。ジャンプをしながらの弦楽器演奏もあ
り、そのパフォーマンスに誰もが驚き、伝統音楽に合わせ
た踊りに手拍子をしたり、一緒に歌ったりと会場が一体と
なって観客が楽しんでいた点が、とても印象的でした。 
また、当日は本学と日頃より親交の深い駐日英国大使
館より、セーラ・マデン英国大使夫人がお見えになり、最
後までコンサートを楽しんでいらっしゃいました。
なお、来場者から寄せられた募金100,408円は全額「あ

しなが育英会」に寄付しました。

「スコットランド オーケストラ コンサート」を開催

令和元年度 プロジェクト始動

「地域連携プロジェクト」「地域貢献プロジェクト」の採
択決定通知授与式及び事務説明会が、6月15日（土）13
時から千代田キャンパス本館E棟で行われ、採択された
プロジェクトの代表者が集まりました。

今年度は地域連携プロジェクトに14件、地域貢献プロ
ジェクトに9件の応募があり、それぞれ12件、4件が採択さ
れました。採択された各プロジェクトの代表者とプロジェ
クト名は次のとおり。

「地域連携プロジェクト」「地域貢献プロジェクト」採択式を開催

地域の方との懇談会を開催

地域の方との懇談会を6月15日（土）、大妻女子大学G
棟3階のアクティブラウンジで開催しました。
この懇談会は、地域住民から本学に求める活動等につ
いて意見を聴く機会として毎年開催しています。
当日は、本学近隣の町会・商店街振興組合の役員の
方々など、およそ20人が出席しました。
初めに、本学の地域連携活動の取り組みを、人間関係

学部人間関係学科の堀洋元准教授、社会情報学部環境
情報学専攻の細谷夏実教授、人間関係学部人間福祉学
科の藏野ともみ教授の3人が代表で発表。また、地域連
携・地域貢献活動をより知ってもらう試みとして、短期大
学部家政科食物栄養専攻の堀口美恵子教授による体験
コーナー「染色コサージュ＆ワイヤークラフト～世羅町の
香りをつめて～」を実施、参加された地域の方々が楽しそ
うにハーバリウムやコサージュ作りを体験していました。

【地域連携プロジェクト】採択一覧

石井　雅幸 家政学部 教授 ・三番町アダプトフラワーロードの会との地域美化活動
小川　浩 人間関係学部 教授 ・障害者雇用企業との連携によるＴボール大会の開催
加藤　悦雄 家政学部 准教授 ・子どもの育ちを地域で見届ける「大泉こども食堂」プロジェクト
川之上　豊 家政学部 常勤特任教授 ・大妻囲碁フェスタ－坂の上の街を囲碁で盛り上げる－
甲野　毅 家政学部 准教授 ・千代田＆多摩地域　子供自然体験教育プロジェクト
炭谷　晃男 社会情報学部 教授 ・多摩NTにおける子どもと中高年の居場所づくり
田中　直子 家政学部 教授 ・むささび食堂：食事がつなぐ地域の輪
深水　浩司 教職総合支援センター 常勤特任講師 ・神保町の出版と書店を元気にするプロジェクト2019
細谷　夏実 社会情報学部 教授 ・能登の里海を守る：地域の活性化と海育普及プロジェクト
堀　洋元 人間関係学部 准教授 ・体験から学ぶ防災～防災と言わない防災を目指して～
松本　暢子 社会情報学部 教授 ・多摩市における街区公園改修に関するプロジェクト
八城　薫 人間関係学部 准教授 ・からきだ匠（たくみ）カフェ～地域がつながる場所～

採択者氏名 所属 採択課題

【地域貢献プロジェクト】採択一覧

川口　美喜子 家政学部 教授 ・働く男性女性のプレコンセプションケアの支援
渡邉　顕彦 比較文化学部 准教授 ・Likio Ellinidon：ギリシャ伝統舞踊公演
堀口　美恵子 短期大学部 教授 ・大妻力による世羅町の6次産業支援を区民の健康力向上につなげる地域貢献活動について
深水　浩司 教職総合支援センター 常勤特任講師 ・多摩図書館ツアー2019（学びのかなめ、公共図書館、学校図書館、大学図書館、そして世界の図書館を知る）

採択者氏名 所属 採択課題
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ク問題の現状と、その解決策の1つとしてペットボトルリサ
イクルを確実に実施することの大切さを伝えることをテー
マに掲げ、当日は50人を超える子どもたちに環境教育活
動を実践することができました。この環境イベントはゼミ
生にとっても、非常に刺激的な学びの一日となったようで
あり、掲げたテーマを伝えることの難しさを実感したよう
でした。

地域連携プロジェクト

家政学部ライフデザイン学科環境教育学ゼミナール
は、4年前から環境イベントに出展するようになり、今年で
5回目の参加となります。毎回来訪者に向けて、環境への
意識を高めるような参加型のイベントを実施しています。
今回の立川市環境フェアは、「千代田＆多摩地域　子供
自然体験教育プロジェクト」の4つのプロジェクトの内、
唯一の自治体主催の環境イベントへの参加となります。
立川市環境フェアは、「多くの方

に環境の大切さを知ってもらうとと
もに、環境に配慮した生活や行動
を促すきっかけを提供すること」を
目的として実施している環境イベン
ト。今年は、6月2日（日）に開催され、
子どもたちを対象に「ペットボトル
ラベルを活用したしおり作り体験教
室」を提供しました。海洋プラスチッ

「千代田＆多摩地域　子供自然体験教育プロジェクト」

本プロジェクトでは、能登の里海の大切さを多くの人
に知ってもらい、利活用に向けた理解を広げるための情
報交換と発信、子どもたちの海の体験の場づくりを目的と
して、これまで私たちが行ってきた取り組みを発展させる
ために活動しています。昨年夏には、私たちの活動がきっ
かけとなり、大妻女子大学と能登の穴水町が包括連携協
定を結びました。
私たちが続けている活動の一つに、毎年学生とともに

能登に出かけてフィールドワークを行い、その結果をまと
めて大学祭などのイベントで展示・紹介を行うという取り
組みがあります。今年も、夏休み（8月5～9日）に能登に出

かけ、伝統漁であるボラ待ち櫓漁復活に尽力している方
たち、野生の椿の保全や活用を目指した取り組みを行っ
ている方たちなど、地域で活動している多くの方たちのお
話を伺い、現地の調査も行ってきました。さらに今回は、
野生の椿の活用法として、地元の穴水高校の生徒と一緒
に、自分たちで手もみした「椿茶」の商品化を目指す試み
も始めています。
文化祭（10月26・27日）では、「能登展」を出展し、穴
水高校の生徒も参加して、活動の成果や能登の魅力を発
信するとともに、椿茶をはじめとした地元の特産物の紹
介・販売などを行いました。

ボラ待ち櫓漁復活に尽力している方のお話を聞く 蒸して焙煎した椿の葉を手もみして「椿茶」に

ペットボトルリサイクルの実践 プラスチックごみの現況開設とクラフト体験

「能登の里海を守る：地域の活性化と海育普及プロジェクト」

＜ 家政学部ライフデザイン学科　甲野 毅 准教授 ＞

＜ 社会情報学部環境情報学専攻　細谷 夏実 教授 ＞

地域連携プロジェクトとは、地域連携活動の一層の推進と発展を図ることを目的として、地域社会
と連携し、地域の活性化につながる活動、学生が主体的に参加する活動、成果を学生の教育に反映
できる活動に携わる教職員のグループまたは教職員と学生のグループを支援するプログラムです。活動報

告

鹿波椿保存会・穴水高校の方たちと一緒に
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このプロジェクト活動はゼミ学生が中心となって行うもので、今年で4年目を迎えました。今年度のプロジェクトでは、10
月に行われる大妻多摩祭で、地域の方 と々ともに体験型防災ワークショップを実施し運営することで、地域の活性化や地
域防災力向上の架け橋となることを目的としています。これまでのゼミでの活動内容をゼミ学生が紹介します。

「体験から学ぶ防災～防災と言わない防災を目指して～」

＜ 人間関係学部人間関係学科社会・臨床心理学専攻　堀 洋元 准教授 ＞

防災食はレシピ通りに作るものと思っていましたが、アレンジすることによってさらに
味の幅が広がることを知りました。例えば、ただのわかめごはんでもレシピ通りのお湯
の分量ではなく、少し多めにすることにより高齢者の方でも食べやすいお粥風になりま
す。また、乾パンを砕いてスープに入れたクルトン風スープや、カルボナーラパスタに
チーズを入れて、さらに本格的なカルボナーラにすることができました。こうした体験
で、非常時でもアレンジ次第で本格的な食事をとることができること、非常食だけでな
く消費期限が長いものを常備しておくと非常時に安心ということがわかりました。

防災ゼミ1 防災食の食べ比べとおいしくするためのアイデア

そなエリア東京（東京臨海広域防災公園）では、防災ゲームDayというイベントが
行われていて、さまざまな防災教育に関するゲームや教材を体験しました。展示だけ
でなく、体験型プログラムも数多くあり、すごろくのようなボードゲーム形式のものや、
広い建物内を利用して探索しながらヒントを見つけつつ津波からどう逃げるかといっ
た動き回る形式もあり、楽しく参加しました。私は災害に対してあまり深く考えたこと
はありませんでしたが、そなエリア東京に行って、防災がいかに大事かということを考
えさせられました。

防災ゼミ2 防災ゲームDay in そなエリア東京への参加

火災が起きた時の避難行動をVR（バーチャル・リアリティ）で1人ずつ体験しまし
た。火災が起きた時、煙を避け、しゃがんでハンカチを口に当てて避難するという知識
や避難経路、誘導灯についての知識が頭にあっても、火災が起きるまで実行すること
はあまりありません。でもVRを使うことで、実際に火災が起きているような感覚で、誘
導灯に従い、避難経路を歩いているような避難行動の体験をすることができました。
今回のVR体験を通して、身についた避難行動の知識、災害時の恐怖を体感したこと
が、今後災害が起きた際の避難行動にとても役立つと思います。

防災ゼミ3 火災時の避難行動をVRで体験

ペットボトルにはさまざまな使い道があります。リサイクルして新たな素材になった
り、洗って何度も使い回したり、便利なものです。今回のゼミでは、手軽にできる「ラン
プシェード」を作ってみました。コンセプトとしては、ただ単に懐中電灯のあかりを灯す
無機質な避難生活ではなく、暮らしに楽しい明るさをもたらすことを目的として、日常
でもおしゃれに活用できるものを目指しました。自分で防災グッズを作ることで意識を
高め、より多くの備えを考えられるようになれたのがこのワークショップの成果でした。

防災ゼミ4 身近なもので防災グッズを作る

この日のゼミでは、大妻多摩祭での展示内容について話し合いました。前半は展示
内容の案を出し合い、避難VR体験、防災食の展示と試食、ペットボトル・段ボールを
使用した防災に役立つ作品の展示、防災クイズ・ゲームの実施を行うことを決定しま
した。後半は展示内容ごとに役割を決め、それぞれ作業を進めました。実際に作業を
進めていく中で、新しいアイデアが生まれるなど、ワークショップに向けて有意義な話
し合いが行われました。文化祭では「防災と言わない防災」をテーマに、女性ならでは
の視点で防災を考え直す「体験型防災ワークショップ」と称した展示を行いました。

防災ゼミ5 大妻多摩祭での体験型防災ワークショップに向けて

5
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教 室実 験

小学生対象 夏休み企画地域連携活動

7月9日（火）から11日（木）の3日間、家政学部被服
学科の阿部栄子教授の指導のもと、浴衣の着付け講座
を千代田キャンパスF棟5階被服造形実習室で開催しま
した。
本学の学生や卒業生、地域の方々が参加しました。参

加者の方々からは「楽しかった」「来
年も参加したい」「浴衣で花火を見
物に行きます」などの感想が寄せら
れました。後日受講生から「靖國神
社のみたままつりに浴衣で行くこと
ができ、嬉しかったです。来年は違う
帯の結び方を覚えたいです」とメー
ルが届きました。

また、千代田区在勤の男性からの受講希望に応じて、
今回初めて男性向けの着付け講座も開催しました。何度
も練習され、独りで着装できるようになり、「他の教室とは
全然違う。これで地元のお祭りに参加して、地域活動に
貢献できる」と、たいへん喜んでいました。

浴衣の着付け講座を開催

千代田区では、ヒートアイランド現
象を緩和すべく毎年8月を「打ち水月
間」として1カ月間打ち水を行ってい
ます。 初日となる8月1日（木）に千代
田区庁舎前で行われた千代田区内
一斉打ち水のオープニングセレモ
ニーに、本学教員、助手、学生10人
が浴衣姿で参加しました。

千代田区内一斉打ち水 オープニングセレモニーに参加

8月24日（土）、千代田キャンパスで夏休み小学生講座
「理科実験教室」＆「工作教室」を開催し、35人の小学生
が参加しました。 
当日、理科実験教室は「黒点フレア観察」「植物による
水の通り道の違いを調べる」「火山灰を調査する」「昆虫
標本を作ろう」「自由研究に挑戦」の5つのテーマに分か
れ、午前と午後で開催。工作教室は「かたちの色々～万
華鏡を作ろう～」「かたちの色々～野菜スタンプエコバッ
クを作ろう～」の2講座を、午後に開催しました。

今回の講座では、家政学部児童学科の石井雅幸教授
と短期大学部家政科の堀口美恵子教授の指導のもと、
本学学生のサポートを受けながら、一生懸命取り組む子
どもたちの姿がとても印象的でした。お昼休みには、教員、
学生と一緒に、お弁当を食べ、交流を深めました。「落ち
着いた、きれいな校舎ですね」「大きくなったら、この学校
で勉強したい」など、参加した小学生、保護者からも大好
評でした。

7月20日（土）に「大妻みちあそび」と題して、普段遊ぶ
ことのできない道で、元気に遊んでお友だちをたくさんつ
くろう！という企画を実施。この企画は今年で2年目、児童
学科との共同開催で実現しました。およそ100人の子ども
と児童学科の学生80人が一緒に遊びました。
お絵かき、フラフープ、水鉄砲にしゃ

ぼん玉など、思い思いの遊びを楽しみ
ました。当日は曇りで、蒸し暑かったこ
ともあり、大きなビニールプールでの
水のかけあい、スイカ割りが子どもた
ちに大人気でした。最初は保護者から
離れようとしなかった子どもたちも、時
間が経つにつれて本学の学生や初め

て会った子どもたちともすぐに仲良しになり、元気いっぱい
走り回っていました。偶然通りかかった近所の子どもたちも
参加して、まるで公園のようににぎやかになりました。保護
者の方々からは「毎年やってるんですか？」「毎月行ってほし
い！」「また参加したい」などの感想が寄せられました。

「大妻みちあそび」を開催

千代田キャンパス
CHIYODA CAMPUS

理 科 実 験工 作

夏休み小学生講座を開催。昆虫標本や万華鏡作りで大盛り上がり！
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昭和22年に始まった「みたままつり」が、7月13日（土）
から16日（火）までの4日間、東京都千代田区の靖國神社
で開催されました。
15日（月）18時30分からは、大妻女子大学の学生およ

そ80名が参加し、高張り提灯を先頭に大妻女子大学と麹
町靖國講による「神輿振り」が盛大に行われました。
当日は、バスケットボール部、バドミントン部、バレー
ボール部、ラクロス部、児童学科の石井ゼミ、一般応募
の学生が威勢のよい掛け声を響かせながら神輿を担ぎ、
多くの人出でにぎわう靖國神社境内を練り歩きました。お
そろいの赤い法被（はっぴ）を身にまとい一致団結した学
生が、神社入口の鳥居から一番奥の拝殿まで約30分間、
元気よく神輿を担ぎきりました。

「みたままつり」で恒例の神輿振りを奉納

地域との交流

千代田区キャンパスコンソ Oxford EMI Courseを実施

キャンパスコンソ

大妻女子大学 地域連携推進センター

〒102-8357 東京都千代田区三番町12番地 大妻女子大学千代田キャンパス別館 7階　TEL.03-5275-6877
h t t p : / /www . c h i i k i . o t s uma . a c . j p /

8月26日（月）～28日（水）の3日間、千代田キャンパスG
棟アクティブラウンジを会場にOxford EMI Courseを開催
しました。これは、大妻女子大学、共立女子大学、東京家
政学院大学、二松学舎大学、法政大学の5大学が2018年
4月に「千代田区内近接大学の高等教育連携教育コンソー
シアム」（略称：千代田区キャンパスコンソ）を設立し活動
している中の共同FD事業として実施。イギリスから講師2
人を招いて5大学合計15人の教員
が英語による教授法を学びました。
当然授業は全て英語で、参加者

は、グループワークで意見交換をし
たり、体を動かしながらアクティブ
ラーニングを行うなど、3日間盛りだ
くさんのプログラムを受講。全プロ

グラム終了後、修了証が一人ひとりに手渡され、記念写真
とティーセレモニーで3日間の充実した学びを終えました。
千代田区キャンパスコンソでは、2019年後期からトラ

イアルとして単位互換制度を開始。本格的な単位互換は
2020年度から実施予定です。そのほか、学生合同ボラン
ティアや地域の振興を支援する活動など、様々な取り組
みを行っています。

京都女子大学を訪問、交換留学生と対面

包括交流協定

10月16日（水）、井上美沙子副学長（地域連携推進セ
ンター所長）ら一行は、京都女子大学を訪問し、本学か
ら京都女子大学へ国内留学中の田中佳奈さん（社会情
報学部情報デザイン専攻2年）と面会、その後、京都女
子大学の林忠行学長、竹安栄子特命副学長など教職員
の方 と々懇談を行い、今後の連携・交流内容について意
見交換を行いました。
大妻女子大学と京都女子大学は、2018年4月に包括

交流協定を締結して今年で2年目、田中さんは、初の交
換留学生として2019年10月から半年間、京都女子大学
で学んでいます。
京都女子大学に到着後、学生食堂にて田中さんと面

会。実家を離れた京都での寮生活を心配していました

が、田中さんはとても元気ハツラツとしていて「気持ちが
沈んでいる時に、職員の方からマンドリンの演奏会のご
案内をいただき、感動してとても元気が出ました」と話し
ていました。京都女子大学の事務部の皆さまの温かいご
支援を受けながら、充実した学生生活を送っていること
がわかりました。
その後、京都女子大学の教職員の方 と々の懇談では、
今後さらに充実した交流ができるよう双方努めていくこと
を約束し、1時間30分にわたる懇談を終えました。
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